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４
月
１
日
付
け
で
笠
間
市
へ
採
用
さ
れ
た
職
員
は
37

名
で
す
。
内
訳
は
一
般
事
務
職
26
名
、
保
健
師
な
ど
の

技
術
職
６
名
、
消
防
職
５
名
で
、
合
併
以
来
最
多
に
迫

る
採
用
人
数
と
な
り
ま
し
た
。
背
景
に
は
退
職
者
の
増

加
に
加
え
、
行
政
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
行
政
の
仕
事
も
、
継
続
す
る
に
は
現
場
で
働
く

職
員
を
確
保
し
、
計
画
的
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

新
規
採
用
職
員
は
入
庁
後
、
一
定
の
研
修
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の

業
務
に
向
き
合
う
と
、
自
分
の
思
い
と
の
違
い
が
あ
り

戸
惑
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
日
々

の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
１
年
ほ
ど
経
つ
頃
に
は
市

役
所
の
仕
事
の
流
れ
を
理
解
し
、
着
実
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
市
役
所
全
体
の
仕
事
を
知
る
こ
と
が
、
成

長
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　

入
庁
し
た
職
員
を
し
っ
か
り
と
育
て
一
人
前
に
し
て

い
く
こ
と
は
、
先
輩
職
員
の
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。
人

材
育
成
は
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
支
え
て
い
く
た
め
に
欠
か

せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、や
り
遂
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

職
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
向
上
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
人
職
員
に
エ
ー
ル
を
。

新採職員への辞令交付の様子

新
規
採
用
職
員

笠
間
市
が「
脱
炭
素
先
行
地
域
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
！

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
、
家
庭
、
事

務
所
お
よ
び
商
業
施
設
な
ど
の
電
力
消
費
に
伴
う
CO2
排
出
の
実

質
ゼ
ロ
を
地
域
特
性
に
応
じ
て
実
現
す
る
地
域
と
し
て
環
境
省

が
全
国
か
ら
少
な
く
と
も
１
０
０
カ
所
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て

選
定
し
て
い
る
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
、
笠
間
市
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

提
案
の
内
容
は
、い
ず
れ
も
市
を
象
徴
す
る
地
場
産
業
の「
伝

統
的
工
芸
品 

笠
間
焼
」
と
「
日
本
一
の
栽
培
面
積
を
誇
る
栗
」

を
地
域
の
脱
炭
素
化
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
す
計
画
と
し
て
、
笠
間
焼
の
担
い
手
育
成
や
販
売
促
進

を
促
す
地
域
支
援
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
設
立
し
、
地
域
の
脱
炭

素
と
産
業
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
表
明
、
令
和

６
年
の「
笠
間
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）」

策
定
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
挑
戦
し
脱
炭
素
先
進
都
市
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
主
要
な
取
り
組
み
と
す
る
今
回
の
提

案
が
５
回
目
の
挑
戦
で
よ
う
や
く
選
定
に
至
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
９
社
・
団
体
の
共
同
提
案
者
の
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
実

行
す
る
体
制
を
作
り
、
事
業
を
進
め
、
環
境
対
策
へ
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

提
案
計
画
や
取
り
組
み
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、19
ペ
ー
ジ（
サ

ス
テ
ナ
カ
サ
マ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

環
境
政
策
課
（
内
線
１
２
５
）

環
境
政
策
課
（
内
線
１
２
５
）
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文 / 笠間市長　山口　伸樹
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窓口休日開庁サービス窓口休日開庁サービス

窓口受付時間窓口受付時間

SNSSNS

５月の休日救急診療当番５月の休日救急診療当番（午前9時～午後5時）（午前9時～午後5時）

日曜日：市役所本所　午前８時30分～正午　市民課（住民異動届、パスポート申請等の一部業務は除く）

令和７年10月１日から、市役所の窓口受付時間が変更になりました。（変更後の時間）午前８時45分～午後５時

※窓口休日開庁サービスは、10月１日以降も変わらず午前８時30分から受け付けます。
※年末年始（12月29日～１月３日）を除く　　※上記以外の窓口の延長は行っていません。
※マイナンバーカードの交付等については予約制です。

※対象施設：市役所 本所・笠間市所・岩間支所、浄化センターともべ（水道課・下水道課）、
　　　　　　地域医療センターかさま内（健康医療政策課・こども政策課）、地域福祉センター内（こども育成支援センター）

最新の情報は
市公式SNSで
チェック！

※平日夜間午後７時～９時（土曜日・祝日・年末年始を
除く）は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。

※当番医は変更になる場合がありますので電話確認の
上、受診してください。

※急な病気やケガで救急車を呼ぶか迷ったときは、以下を
ご利用ください。受診可能な医療機関もご案内します。
24 時間 365 日対応です。

詳しくはこちら

フェイスブック エックス インスタグラム かさめ～る ライン スレッズ

毎週日曜日	 笠間市立病院	 0296-77-0034

５月４日（月）みどりの日　神里医院	 0296-72-0177

５月５日（火）こどもの日　武藤医院	 0296-77-6610

５月６日（水）振替休日　　河村医院	 0296-72-2121

［表紙］
樹齢約400年の笠間稲荷神社の藤。
境内の 2 株の藤が毎年４月下旬～
5 月上旬に見ごろを迎えます。写
真は、以前に撮影したものです。

［題字］

関
せき

　紫
し

芳
ほう

さん（書作家／大古山在住）

４ 特集　笠間市の未来をつくる
～重要事務事業と令和８年度予算

10 まちおこしのスパイス

11 からだと向き合う

12 情報しっとく日和

17 令和８年度行政組織機構の
見直しについて

18 令和８年４月１日 笠間市人事

19 Sustaina KASAMA

20 かさまのれきし

21 図書館

22 かさまの栗

23 かさま食彩

24 HOT PEOPLE
注目の笠間人を紹介します

26 コンデキ
こんな出来事ありました

27 コンデキ
はじめてのお誕生日

28 第45回 笠間の陶炎祭

3 目次・お知らせ　広報かさま 2026 年４月号

https://www.city.kasama.lg.jp/page/page002145.html
https://www.facebook.com/kasama.city/
https://twitter.com/ibaraki_kasama
https://www.instagram.com/kasama_city/
https://line.me/R/ti/p/%40538mnyll
https://www.city.kasama.lg.jp/page/page016629.html
https://www.threads.net/@kasama_city


未
来
に
向
け
た 

笠
間
市
づ
く
り

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  K A S A M A  C I T Y  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

笠間市の財政状況をもっと知ろう！

令和８年度予算

市ホームページで、より詳しい財政状況を確認できます。
詳しくは、右の二次元コードから！

令和８年度予算総額（一般会計・特別会計・企業会計の合計）
609 億 4,607 万２千円

■市税
■地方交付税
■国庫支出金
■県支出金
■繰入金
■地方消費税交付金
■市債
■諸収入
■その他

30.4%
18.4%
17.0%
8.7%
5.9%
5.7%
5.3%
1.7%
6.9%

108億9,446万2千円
66億円

61億54万3千円
31億2,404万7千円
21億1,930万4千円
20億5,612万3千円

18億8,980万円
6億2,288万2千円

24億2,283万9千円

特 集　
市
制
施
行
か
ら
20
年
を
迎
え
、
改
め
て
市
政
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
、
笠
間
市
に
と
っ
て
、
さ
ら
な

る
飛
躍
と
発
展
に
向
け
た
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
踏
み
出

す
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

　
市
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
な
ど

の
世
界
的
課
題
に
加
え
、
円
安
や
米
国
関
税
の
影
響
、
長

引
く
物
価
高
、
大
都
市
へ
の
一
極
集
中
な
ど
が
地
方
都
市

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
と
重
な
る
国
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
検
討
・
活
用
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
口
動
態
に
お
い
て
は
、
令
和
７
年
の
出
生
数
が

3
0
4
人
と
な
り
、
9
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
る
と
と

も
に
、
社
会
動
態
で
も
2
2
5
人
の
増
加
と
な
り
、
令

和
4
年
か
ら
転
入
超
過
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
教
育
、
保
健
・
福
祉
、
都

市
基
盤
な
ど
の
施
策
の
強
化
・
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加

に
対
し
て
も
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
材
確
保
に
つ
い

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
強
化
や
公
民
連
携
、
民
間

人
材
・
手
法
の
活
用
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
令
和
８
年
度
は
、
暮
ら
し
の
前
提
と
な
る
安
心
と
安
全

の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、「
変
化
に
強
く
未
来
に
期
待
が

も
て
る
笠
間
市
」の
構
築
に
向
け
、３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
１
つ
目
の
「
未
来
に
向
け
た
笠
間
市
の
形
成
」
で
は
、

将
来
に
向
け
た
新
し
い
指
針
づ
く
り
、
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
に

よ
る
行
財
政
改
革
の
断
行
、
公
共
施
設
等
の
あ
り
方
を
示

す
方
針
の
策
定
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
若
者
・
子
育
て
・
笠
間
暮
ら
し
の
向
上
」

で
は
、
保
育
料
や
小
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
は
じ

め
、
５
歳
児
の
健
康
診
査
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、

教
育
の
充
実
・
強
化
な
ど
、
日
本
一
の
子
育
て
都
市
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
等
教
育
機
関

と
の
連
携
、
若
者
の
育
成
や
活
躍
の
場
と
な
る
施
策
の
展

開
、
空
き
家
管
理
・
活
用
の
強
化
、
防
災
・
減
災
力
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
地
域
を
支
え
る
強
い
産
業
育
成
と
支
援
」

で
は
、
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
や
起
業
・
創
業
支
援
を

強
力
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
稼
ぐ
観
光
業

の
育
成
を
進
め
、
人
材
不
足
の
解
決
に
向
け
て
関
係
人
口

も
含
め
た
確
保
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
紡
い
で
き
た
「
歴
史
」、
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
伝

統
と
文
化
」、
守
り
続
け
て
き
た
「
自
然
と
資
源
」、
そ
し

て
育
ま
れ
て
き
た
「
地
域
と
人
財
」
を
未
来
へ
継
承
し
、

次
の
世
代
か
ら
も
選
ば
れ
続
け
る
笠
間
市
を
目
指
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年
度 
施
政
方
針

笠
間
市
長
　
山
口 

伸
樹

  

❖
一
般
会
計

　
　 

３
５
８
億
３
，
０
０
０
万
円

  

◆ 

歳 

入
（
見
込
み
額
）

　一
般
会
計
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
、
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
福
祉・

教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど
の
基
本
的
な
施
策
を
行
う
会
計

で
す
。

市
税
　
１
０
８
億
９
，
４
４
６
万
２
千
円

地
方
交
付
税
　
６
６
億
円

国
庫
支
出
金
　
６
１
億
５
４
万
３
千
円

　こ
の
ほ
か
の
歳
入
も
適
切
な
見
通
し
の
も
と
に
計
上

し
、
積
極
的
な
財
源
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

歳 入
358 億

3,000 万円

■民生費
■総務費
■教育費
■公債費
■衛生費
■土木費
■消防費
■諸支出金
■農林水産業費
■商工費
■議会費
■その他

40.9%
12.2%
11.4%
8.8%
7.6%
7.1%
4.3%
2.8%
2.3%
1.8%
0.7%
0.1%

146億6,160万4千円
43億8,553万5千円
40億7,009万5千円
31億7,136万9千円
27億1,686万2千円

25億4,168万円
15億3,794万1千円
9億9,852万3千円
8億1,523万9千円
6億3,529万4千円
2億6,585万6千円

3,000万2千円

  

◆ 
歳 
出

民
生
費
　
１
４
６
億
６
，
１
６
０
万
４
千
円

　障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
、
生
活
保
護
給
付
費
、
保

育
料
完
全
無
償
化
に
伴
う
民
間
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び

保
育
所
入
園
負
担
金
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
な
ど
の
経
費

総
務
費
　
４
３
億
８
，
５
５
３
万
５
千
円

　庁
舎
管
理
や
電
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
費
用
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
推
進
、
企
業
立
地
促
進
事
業
補
助
金
な
ど
に

か
か
る
経
費

教
育
費
　
４
０
億
７
，
０
０
９
万
５
千
円

　小
中
学
校
の
施
設
管
理
や
通
学
支
援
、
小
中
学
校
の

給
食
、
図
書
館
や
公
民
館
の
運
営
な
ど
の
経
費

歳 出
358 億

3,000 万円

重
要
事
務
事
業
と
令
和
８
年
度
予
算

重
要
事
務
事
業
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
し
て
い
ま
す

「 未 来 に 向 け た 笠 間 市 づ く り 」 変 化 に 強 い 体 制 の 構 築

将来像「文化交流都市　笠間　～未来への挑戦」
笠間市第 2 次総合計画（2017 年度～ 2026 年度）

 つぎのページで 3 つの「重点プロジェクト」についてご紹介します

　不安定な状態が続く国際社会で、国内では物価上昇などにより地方における課題が特に大きくなって
きています。 
　そのなかで、本市においては、令和５年度から「未来に向けた笠間市づくり」を重点課題として掲げ、
地域生活・経済における課題に対する継続的な取り組みにより、人口の社会増の状態が続く結果が出て
きています。
　令和８年度は、「人口減少時代への挑戦」を掲げた「第２次総合計画」の最終年度となることから、３つ
の重点プロジェクトと 44 の重要事務事業を進め、変化に強く未来に期待をもてる笠間暮らしの実現に
向けた挑戦を継続していきます。

■ 安心と安全を感じる都市基盤の強化（まち）

■ 地域経済力の原動力の育成（もの）

■ 活躍人材の育成と確保（ひと）　

44 事業
（新規 18 事業　拡充 14 事業　継続 12 事業 ）

重点課題

重要事務事業

重点プロジェクト

■ 進む！未来に向けた笠間市の形成

■ 安心！若者・子育て・笠間暮らしの向上

■ 成長！地域を支える強い産業育成と支援　
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■民生費
■総務費
■教育費
■公債費
■衛生費
■土木費
■消防費
■諸支出金
■農林水産業費
■商工費
■議会費
■その他

40.9%
12.2%
11.4%
8.8%
7.6%
7.1%
4.3%
2.8%
2.3%
1.8%
0.7%
0.1%

146億6,160万4千円
43億8,553万5千円
40億7,009万5千円
31億7,136万9千円
27億1,686万2千円

25億4,168万円
15億3,794万1千円
9億9,852万3千円
8億1,523万9千円
6億3,529万4千円
2億6,585万6千円

3,000万2千円

  

◆ 

歳 

出

民
生
費
　
１
４
６
億
６
，
１
６
０
万
４
千
円

　障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
、
生
活
保
護
給
付
費
、
保

育
料
完
全
無
償
化
に
伴
う
民
間
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び

保
育
所
入
園
負
担
金
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
な
ど
の
経
費

総
務
費
　
４
３
億
８
，
５
５
３
万
５
千
円

　庁
舎
管
理
や
電
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
費
用
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
推
進
、
企
業
立
地
促
進
事
業
補
助
金
な
ど
に

か
か
る
経
費

教
育
費
　
４
０
億
７
，
０
０
９
万
５
千
円

　小
中
学
校
の
施
設
管
理
や
通
学
支
援
、
小
中
学
校
の

給
食
、
図
書
館
や
公
民
館
の
運
営
な
ど
の
経
費

歳 出
358 億

3,000 万円

重
要
事
務
事
業
と
令
和
８
年
度
予
算

重
要
事
務
事
業
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
し
て
い
ま
す

「 未 来 に 向 け た 笠 間 市 づ く り 」 変 化 に 強 い 体 制 の 構 築

将来像「文化交流都市　笠間　～未来への挑戦」
笠間市第 2 次総合計画（2017 年度～ 2026 年度）

 つぎのページで 3 つの「重点プロジェクト」についてご紹介します

　不安定な状態が続く国際社会で、国内では物価上昇などにより地方における課題が特に大きくなって
きています。 
　そのなかで、本市においては、令和５年度から「未来に向けた笠間市づくり」を重点課題として掲げ、
地域生活・経済における課題に対する継続的な取り組みにより、人口の社会増の状態が続く結果が出て
きています。
　令和８年度は、「人口減少時代への挑戦」を掲げた「第２次総合計画」の最終年度となることから、３つ
の重点プロジェクトと 44 の重要事務事業を進め、変化に強く未来に期待をもてる笠間暮らしの実現に
向けた挑戦を継続していきます。

■ 安心と安全を感じる都市基盤の強化（まち）

■ 地域経済力の原動力の育成（もの）

■ 活躍人材の育成と確保（ひと）　

44 事業
（新規 18 事業　拡充 14 事業　継続 12 事業 ）

重点課題

重要事務事業

重点プロジェクト

■ 進む！未来に向けた笠間市の形成

■ 安心！若者・子育て・笠間暮らしの向上

■ 成長！地域を支える強い産業育成と支援　
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プロジェクト概要

進む！未来に向けた笠間市の形成

　合併後21年目を迎えた中で、これまで「文化交流都市」を将来像とした各種の取り組みを推進してきました。市民生活や地域経済における
課題が目まぐるしく変化する時代にあっても、「守るべきものは守り」「変えるべきものは変える」という選択と決断により、果敢に課題解決への
挑戦を続けます。
　令和8年度は、現在の状況を踏まえながら将来に向けた新しい「まちづくり」と「行政経営」の指針づくりを行い、将来に期待をもてる持続的
なまちの姿と取り組みを表していきます。

令和8年度笠間市　重点プロジェクト 1

令和9年度を始期とする新しいまちづくりの方針策定1

第３次総合計画の策定新規 ［予算額］ 

行財政改革の断行2

「総合計画」と同時進行で改定する行財政改革の指針策定
第2次DX推進計画・行財政改革大綱の改定

DX人材育成事業

新規

拡充

［予算額］ 第３次総合計画策定予算に包含

［予算額］ 

賑わい・持続するまちづくり3

持続化に向けたまちなかの再生や施設の適正化と活性化の推進
友部駅周辺活性化事業

無電柱化推進計画事業

公共施設等適正配置計画改定事業

継続

継続

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

プロジェクト概要

安心！若者・子育て・笠間暮らしの向上

　こども・若者がいきいきと活躍できる環境づくりが求められている中で、市では笠間まるごと「子育て都市宣言」を掲げ、全分野一体となった
取り組みを推進してきました。一人ひとりの状況や抱える課題に違いがある中で、こども・若者が期待と希望をもてるまちを実現するためには、
多世代が「安心して暮らすことができる環境」の構築強化が必要です。
　令和8年度は、経済面や保健・福祉面での支援、教育力の強化をはじめとして、保健・福祉・教育を中心に日本一の子育て都市づくりを継
続して推進し、世代を問わず毎日の暮らしの不安を取り除くための事業を展開します。

令和8年度笠間市　重点プロジェクト 2

医療・福祉環境の向上2

妊娠・出産をはじめ健やかな発育支援の体制強化
産科誘致に向けた調査

休日・夜間小児オンライン診療

５歳児健康診査事業

新規

新規

新規

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

安心できる生活対策の強化3

空き家やヤード対策から消防・防災まで安心安全な環境の形成
空家政策推進事業

環境不法行為監視事業

災害対応力強化事業

継続

継続

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

こども・子育て徹底応援1

保育・教育を中心とした子育て環境づくりの推進
保育料の完全無償化

小学校給食費無償化事業

民間乳児等通園支援事業

新規

新規

新規

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

※保育所等運営事業費のうち、
左の額が完全無償化にかかる財源

魅力にあふれる笠間市
づくり

日本一暮らしやすい笠間
市づくり

5,074千円
146,155千円
128,603千円
19,008千円 ほか

990千円
7,540千円
2,190千円 ほか

42,060千円
20,851千円
8,541千円 ほか

7,000千円
16,480千円
106千円　ほか

1,467千円　ほか

■扶助費
■人件費
■物件費
■公債費
■繰出金
■普通建設事業費
■補助費等
■その他

26.7%
19.7%
16.4%
8.9%
8.5%
8.3%
8.3%
3.2%

95億8,072万2千円
70億5,903万5千円
58億8,659万9千円
31億7,136万9千円
30億5,411万8千円
29億8,412万5千円
29億6,497万9千円
11億2,905万3千円

  

◆
歳
出
予
算
性
質
別
内
訳

合 計
358 億

3,000 万円

プロジェクト概要

進む！未来に向けた笠間市の形成

　合併後21年目を迎えた中で、これまで「文化交流都市」を将来像とした各種の取り組みを推進してきました。市民生活や地域経済における
課題が目まぐるしく変化する時代にあっても、「守るべきものは守り」「変えるべきものは変える」という選択と決断により、果敢に課題解決への
挑戦を続けます。
　令和8年度は、現在の状況を踏まえながら将来に向けた新しい「まちづくり」と「行政経営」の指針づくりを行い、将来に期待をもてる持続的
なまちの姿と取り組みを表していきます。

令和8年度笠間市　重点プロジェクト 1

令和9年度を始期とする新しいまちづくりの方針策定1

第３次総合計画の策定新規 ［予算額］ 

行財政改革の断行2

「総合計画」と同時進行で改定する行財政改革の指針策定
第2次DX推進計画・行財政改革大綱の改定

DX人材育成事業

新規

拡充

［予算額］ 第３次総合計画策定予算に包含

［予算額］ 

賑わい・持続するまちづくり3

持続化に向けたまちなかの再生や施設の適正化と活性化の推進
友部駅周辺活性化事業

無電柱化推進計画事業

公共施設等適正配置計画改定事業

継続

継続

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

プロジェクト概要

安心！若者・子育て・笠間暮らしの向上

　こども・若者がいきいきと活躍できる環境づくりが求められている中で、市では笠間まるごと「子育て都市宣言」を掲げ、全分野一体となった
取り組みを推進してきました。一人ひとりの状況や抱える課題に違いがある中で、こども・若者が期待と希望をもてるまちを実現するためには、
多世代が「安心して暮らすことができる環境」の構築強化が必要です。
　令和8年度は、経済面や保健・福祉面での支援、教育力の強化をはじめとして、保健・福祉・教育を中心に日本一の子育て都市づくりを継
続して推進し、世代を問わず毎日の暮らしの不安を取り除くための事業を展開します。

令和8年度笠間市　重点プロジェクト 2

医療・福祉環境の向上2

妊娠・出産をはじめ健やかな発育支援の体制強化
産科誘致に向けた調査

休日・夜間小児オンライン診療

５歳児健康診査事業

新規

新規

新規

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

安心できる生活対策の強化3

空き家やヤード対策から消防・防災まで安心安全な環境の形成
空家政策推進事業

環境不法行為監視事業

災害対応力強化事業

継続

継続

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

こども・子育て徹底応援1

保育・教育を中心とした子育て環境づくりの推進
保育料の完全無償化

小学校給食費無償化事業

民間乳児等通園支援事業

新規

新規

新規

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

※保育所等運営事業費のうち、
左の額が完全無償化にかかる財源

魅力にあふれる笠間市
づくり

日本一暮らしやすい笠間
市づくり

5,074千円
146,155千円
128,603千円
19,008千円 ほか

990千円
7,540千円
2,190千円 ほか

42,060千円
20,851千円
8,541千円 ほか

7,000千円
16,480千円
106千円　ほか

1,467千円　ほか

企業会計内訳 （単位：千円） （単位：千円）特別会計内訳

●各会計の合計

  

◆
特
別
会
計

  

◆
企
業
会
計

　特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
特

定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
特
定
収
入
で
運
営
し
て
い
く
独
立
し
た
会
計
の

こ
と
で
す
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
お
よ
び
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
特
別
会
計
の
４
会
計
と
な
り
ま
す
。

　企
業
会
計
は
、
事
業
か
ら
得
る
収
益
を
主
な
財
源
と

し
て
運
営
し
て
い
く
会
計
の
こ
と
で
す
。
市
で
は
、
病

院
事
業
、
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
お
よ
び
下
水

道
事
業
の
４
会
計
と
な
り
ま
す
。

区 分 予算額
病 院 事 業 1,122,104  

収益的支出 1,073,003 
資本的支出 49,101 

水 道 事 業 2,523,700  
収益的支出 1,788,944 
資本的支出 734,756  

工業用水道事業 30,224  
収益的支出 30,224 
資本的支出 0 

下水道事業 4,504,044 
収益的支出 2,513,429  
資本的支出 1,990,615  

企業会計合計 8,180,072 

区 分 予算額
国民健康保険 7,393,000  
後期高齢者医療 1,433,000  
介護保険 8,091,000  
介護サービス事業 19,000 

特別会計合計 16,936,000  

一般会計 358億3,000万円
特別会計 169億3,600万円
企業会計 81億8,007万2千円

予算総額 609億4,607万2千円
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プロジェクト概要

進む！未来に向けた笠間市の形成

　合併後21年目を迎えた中で、これまで「文化交流都市」を将来像とした各種の取り組みを推進してきました。市民生活や地域経済における
課題が目まぐるしく変化する時代にあっても、「守るべきものは守り」「変えるべきものは変える」という選択と決断により、果敢に課題解決への
挑戦を続けます。
　令和8年度は、現在の状況を踏まえながら将来に向けた新しい「まちづくり」と「行政経営」の指針づくりを行い、将来に期待をもてる持続的
なまちの姿と取り組みを表していきます。

令和8年度笠間市　重点プロジェクト 1

令和9年度を始期とする新しいまちづくりの方針策定1

第３次総合計画の策定新規 ［予算額］ 

行財政改革の断行2

「総合計画」と同時進行で改定する行財政改革の指針策定
第2次DX推進計画・行財政改革大綱の改定

DX人材育成事業

新規

拡充

［予算額］ 第３次総合計画策定予算に包含

［予算額］ 

賑わい・持続するまちづくり3

持続化に向けたまちなかの再生や施設の適正化と活性化の推進
友部駅周辺活性化事業

無電柱化推進計画事業

公共施設等適正配置計画改定事業

継続

継続

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

プロジェクト概要

安心！若者・子育て・笠間暮らしの向上

　こども・若者がいきいきと活躍できる環境づくりが求められている中で、市では笠間まるごと「子育て都市宣言」を掲げ、全分野一体となった
取り組みを推進してきました。一人ひとりの状況や抱える課題に違いがある中で、こども・若者が期待と希望をもてるまちを実現するためには、
多世代が「安心して暮らすことができる環境」の構築強化が必要です。
　令和8年度は、経済面や保健・福祉面での支援、教育力の強化をはじめとして、保健・福祉・教育を中心に日本一の子育て都市づくりを継
続して推進し、世代を問わず毎日の暮らしの不安を取り除くための事業を展開します。

令和8年度笠間市　重点プロジェクト 2

医療・福祉環境の向上2

妊娠・出産をはじめ健やかな発育支援の体制強化
産科誘致に向けた調査

休日・夜間小児オンライン診療

５歳児健康診査事業

新規

新規

新規

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

安心できる生活対策の強化3

空き家やヤード対策から消防・防災まで安心安全な環境の形成
空家政策推進事業

環境不法行為監視事業

災害対応力強化事業

継続

継続

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

こども・子育て徹底応援1

保育・教育を中心とした子育て環境づくりの推進
保育料の完全無償化

小学校給食費無償化事業

民間乳児等通園支援事業

新規

新規

新規

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

※保育所等運営事業費のうち、
左の額が完全無償化にかかる財源

魅力にあふれる笠間市
づくり

日本一暮らしやすい笠間
市づくり

5,074千円
146,155千円
128,603千円
19,008千円 ほか

990千円
7,540千円
2,190千円 ほか

42,060千円
20,851千円
8,541千円 ほか

7,000千円
16,480千円
106千円　ほか

1,467千円　ほか

企業会計内訳 （単位：千円） （単位：千円）特別会計内訳

●各会計の合計
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の
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特
別
会
計
、
介
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業
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を
主
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で
は
、
病

院
事
業
、
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
お
よ
び
下
水

道
事
業
の
４
会
計
と
な
り
ま
す
。

区 分 予算額
病 院 事 業 1,122,104  

収益的支出 1,073,003 
資本的支出 49,101 

水 道 事 業 2,523,700  
収益的支出 1,788,944 
資本的支出 734,756  

工業用水道事業 30,224  
収益的支出 30,224 
資本的支出 0 

下水道事業 4,504,044 
収益的支出 2,513,429  
資本的支出 1,990,615  

企業会計合計 8,180,072 

区 分 予算額
国民健康保険 7,393,000  
後期高齢者医療 1,433,000  
介護保険 8,091,000  
介護サービス事業 19,000 

特別会計合計 16,936,000  

一般会計 358億3,000万円
特別会計 169億3,600万円
企業会計 81億8,007万2千円

予算総額 609億4,607万2千円

7 笠間市の未来をつくる～重要事務事業と令和８年度予算　広報かさま 2026 年４月号



　重要事務事業：企画政策課（内線 555）　予算：財政課（内線 212）

プロジェクト概要

成長！地域を支える強い産業育成と支援
施策体系別のおもな事業

　市の地域産業は、地域経済を下支えする役割とともに、観光誘客などの市の魅力をつくる大きな要素となっています。笠間焼をはじめ、栗、米、
小菊、梨などの農産物、歴史ある寺社仏閣、美術館、笠間城跡など、豊富な歴史・文化的資源と豊かな自然が生み出す風景を次の世代に継承
していくためにも、経済の活性化が必要不可欠となってきます。
　令和8年度は、工業団地などへの企業誘致をはじめ、起業・創業の誘導と支援を強力に推進するとともに、地域農産物のさらなるブランディ
ングや稼ぐ観光産業の育成を進めながら、新たな担い手となる人材の育成と確保策を展開します。

令和8年度笠間市　重点プロジェクト 3

稼ぐ観光・農業づくりの推進1

地域経済の活性化につながる強い観光・農業の推進
歴史交流拠点機能強化事業

スマート農業導入支援事業

栗ブランド推進事業

新規

新規

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

都市基盤
（仮称）鯉淵南友部線整備事業
友部地区中心市街地の交通渋滞緩和に向けて整備を進める。

継続
238,239千円

生活環境

安心コミュニティモデル形成事業（2月補正含）
デジタルとアナログを併用して、安心して住み続けることができる
地域コミュニティモデルの形成を進める。

新規
22,800千円

環境センター整備事業
既存建築物および設備などの健全性の調査・診断、延命化の範囲の検討、
概算工事費を算出し、延命化の効果について検討し整理する。

継続
29,493千円

市民体育館空調整備事業
災害時の避難環境の向上を図るため、拠点避難所である市民体育館に
空調設備を設置する。

継続
598,020千円

健康・福祉

パートナーづくりサポート事業
より充実した人生を送るためのパートナーづくりを支援するため、
出会い創出イベントの開催などを行う。

拡充
3,632千円

ひきこもりサポート事業（ひきこもり児童支援）
ひきこもり児童に対して、eスポーツ教室の開催や、大会への参加支援を行う。

新規 3,520千円

新規 民間乳児等通園支援事業
就労要件を問わず時間単位で通園できる｢こども誰でも通園｣制度について、
くるす保育所のほか民間3施設で事業を進める。

19,008千円

人材の育成と確保の徹底3

全分野横断型による地域を支える担い手の育成と確保
雇用対策事業

ふるさと住民創出事業

保育士人材確保事業

新規

新規

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

企業誘致・創業支援の双方強化2

地域づくりと財政運営にも資する経済活動の支援と誘致の強化
創業支援事業

安居工業地域整備推進事業

企業誘致推進事業　

拡充

継続

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

産業

拡充 外国人材支援事業
外国人材の受け入れや地域生活への支援のため、企業向けのセミナーや
受入費用の助成、外国人向けの日本語教室の開催などを行う。

7,751千円

新規 観光事業者販路拡大支援事業（1月補正）
韓国などからの誘客促進を図るため、海外オンラインサイトに
観光コンテンツを掲載するなど、販路の構築を進める。

4,193千円

地域づくり
新規 生活応援拠点形成事業（2月補正含）

郵便局や駅などの空きスペースを活用し、買い物支援や相談サービスの
提供などを行い、生活の持続性の確保に向けた取り組みを行う。

12,100千円

自治体運営
継続 デジタル推進事業

スマートフォンのSMSを活用した市民への各種通知のデジタル化や
オンライン申請の拡大等により、引き続き市民サービスの向上を図る。

9,775千円

教育・文化

継続 校舎ＬＥＤ照明整備事業
学習環境の向上や脱炭素の取り組みとして、学校校舎内の照明を順次LED化する
（令和8年度は大原小学校の設計、岩間中学校の工事を実施）。

86,407千円

拡充 オーガニック給食推進事業
子どもたちにより安心安全な給食を提供するため、学校給食に
無農薬米などを提供する。

3,121千円

変革と継承による強い産
業づくり

18,411千円笠間PAスマートIC整備事業
早期の供用開始を目標に事業を推進する。

継続

97,790千円
5,914千円
19,777千円 ほか

18,652千円
52,000千円
4,266千円 ほか

3,584千円
11,200千円
2,123千円 ほか

　重要事務事業：企画政策課（内線 555）　予算：財政課（内線 212）

プロジェクト概要

成長！地域を支える強い産業育成と支援
施策体系別のおもな事業

　市の地域産業は、地域経済を下支えする役割とともに、観光誘客などの市の魅力をつくる大きな要素となっています。笠間焼をはじめ、栗、米、
小菊、梨などの農産物、歴史ある寺社仏閣、美術館、笠間城跡など、豊富な歴史・文化的資源と豊かな自然が生み出す風景を次の世代に継承
していくためにも、経済の活性化が必要不可欠となってきます。
　令和8年度は、工業団地などへの企業誘致をはじめ、起業・創業の誘導と支援を強力に推進するとともに、地域農産物のさらなるブランディ
ングや稼ぐ観光産業の育成を進めながら、新たな担い手となる人材の育成と確保策を展開します。

令和8年度笠間市　重点プロジェクト 3

稼ぐ観光・農業づくりの推進1

地域経済の活性化につながる強い観光・農業の推進
歴史交流拠点機能強化事業

スマート農業導入支援事業

栗ブランド推進事業

新規

新規

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

都市基盤
（仮称）鯉淵南友部線整備事業
友部地区中心市街地の交通渋滞緩和に向けて整備を進める。

継続
238,239千円

生活環境

安心コミュニティモデル形成事業（2月補正含）
デジタルとアナログを併用して、安心して住み続けることができる
地域コミュニティモデルの形成を進める。

新規
22,800千円

環境センター整備事業
既存建築物および設備などの健全性の調査・診断、延命化の範囲の検討、
概算工事費を算出し、延命化の効果について検討し整理する。

継続
29,493千円

市民体育館空調整備事業
災害時の避難環境の向上を図るため、拠点避難所である市民体育館に
空調設備を設置する。

継続
598,020千円

健康・福祉

パートナーづくりサポート事業
より充実した人生を送るためのパートナーづくりを支援するため、
出会い創出イベントの開催などを行う。

拡充
3,632千円

ひきこもりサポート事業（ひきこもり児童支援）
ひきこもり児童に対して、eスポーツ教室の開催や、大会への参加支援を行う。

新規 3,520千円

新規 民間乳児等通園支援事業
就労要件を問わず時間単位で通園できる｢こども誰でも通園｣制度について、
くるす保育所のほか民間3施設で事業を進める。

19,008千円

人材の育成と確保の徹底3

全分野横断型による地域を支える担い手の育成と確保
雇用対策事業

ふるさと住民創出事業

保育士人材確保事業

新規

新規

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

企業誘致・創業支援の双方強化2

地域づくりと財政運営にも資する経済活動の支援と誘致の強化
創業支援事業

安居工業地域整備推進事業

企業誘致推進事業　

拡充

継続

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

産業

拡充 外国人材支援事業
外国人材の受け入れや地域生活への支援のため、企業向けのセミナーや
受入費用の助成、外国人向けの日本語教室の開催などを行う。

7,751千円

新規 観光事業者販路拡大支援事業（1月補正）
韓国などからの誘客促進を図るため、海外オンラインサイトに
観光コンテンツを掲載するなど、販路の構築を進める。

4,193千円

地域づくり
新規 生活応援拠点形成事業（2月補正含）

郵便局や駅などの空きスペースを活用し、買い物支援や相談サービスの
提供などを行い、生活の持続性の確保に向けた取り組みを行う。

12,100千円

自治体運営
継続 デジタル推進事業

スマートフォンのSMSを活用した市民への各種通知のデジタル化や
オンライン申請の拡大等により、引き続き市民サービスの向上を図る。

9,775千円

教育・文化

継続 校舎ＬＥＤ照明整備事業
学習環境の向上や脱炭素の取り組みとして、学校校舎内の照明を順次LED化する
（令和8年度は大原小学校の設計、岩間中学校の工事を実施）。

86,407千円

拡充 オーガニック給食推進事業
子どもたちにより安心安全な給食を提供するため、学校給食に
無農薬米などを提供する。

3,121千円

変革と継承による強い産
業づくり

18,411千円笠間PAスマートIC整備事業
早期の供用開始を目標に事業を推進する。

継続

97,790千円
5,914千円
19,777千円 ほか

18,652千円
52,000千円
4,266千円 ほか

3,584千円
11,200千円
2,123千円 ほか
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　重要事務事業：企画政策課（内線 555）　予算：財政課（内線 212）

プロジェクト概要

成長！地域を支える強い産業育成と支援
施策体系別のおもな事業

　市の地域産業は、地域経済を下支えする役割とともに、観光誘客などの市の魅力をつくる大きな要素となっています。笠間焼をはじめ、栗、米、
小菊、梨などの農産物、歴史ある寺社仏閣、美術館、笠間城跡など、豊富な歴史・文化的資源と豊かな自然が生み出す風景を次の世代に継承
していくためにも、経済の活性化が必要不可欠となってきます。
　令和8年度は、工業団地などへの企業誘致をはじめ、起業・創業の誘導と支援を強力に推進するとともに、地域農産物のさらなるブランディ
ングや稼ぐ観光産業の育成を進めながら、新たな担い手となる人材の育成と確保策を展開します。

令和8年度笠間市　重点プロジェクト 3

稼ぐ観光・農業づくりの推進1

地域経済の活性化につながる強い観光・農業の推進
歴史交流拠点機能強化事業

スマート農業導入支援事業

栗ブランド推進事業

新規

新規

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

都市基盤
（仮称）鯉淵南友部線整備事業
友部地区中心市街地の交通渋滞緩和に向けて整備を進める。

継続
238,239千円

生活環境

安心コミュニティモデル形成事業（2月補正含）
デジタルとアナログを併用して、安心して住み続けることができる
地域コミュニティモデルの形成を進める。

新規
22,800千円

環境センター整備事業
既存建築物および設備などの健全性の調査・診断、延命化の範囲の検討、
概算工事費を算出し、延命化の効果について検討し整理する。

継続
29,493千円

市民体育館空調整備事業
災害時の避難環境の向上を図るため、拠点避難所である市民体育館に
空調設備を設置する。

継続
598,020千円

健康・福祉

パートナーづくりサポート事業
より充実した人生を送るためのパートナーづくりを支援するため、
出会い創出イベントの開催などを行う。

拡充
3,632千円

ひきこもりサポート事業（ひきこもり児童支援）
ひきこもり児童に対して、eスポーツ教室の開催や、大会への参加支援を行う。

新規 3,520千円

新規 民間乳児等通園支援事業
就労要件を問わず時間単位で通園できる｢こども誰でも通園｣制度について、
くるす保育所のほか民間3施設で事業を進める。

19,008千円

人材の育成と確保の徹底3

全分野横断型による地域を支える担い手の育成と確保
雇用対策事業

ふるさと住民創出事業

保育士人材確保事業

新規

新規

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

企業誘致・創業支援の双方強化2

地域づくりと財政運営にも資する経済活動の支援と誘致の強化
創業支援事業

安居工業地域整備推進事業

企業誘致推進事業　

拡充

継続

継続

［予算額］ 

［予算額］ 

［予算額］ 

産業

拡充 外国人材支援事業
外国人材の受け入れや地域生活への支援のため、企業向けのセミナーや
受入費用の助成、外国人向けの日本語教室の開催などを行う。

7,751千円

新規 観光事業者販路拡大支援事業（1月補正）
韓国などからの誘客促進を図るため、海外オンラインサイトに
観光コンテンツを掲載するなど、販路の構築を進める。

4,193千円

地域づくり
新規 生活応援拠点形成事業（2月補正含）

郵便局や駅などの空きスペースを活用し、買い物支援や相談サービスの
提供などを行い、生活の持続性の確保に向けた取り組みを行う。

12,100千円

自治体運営
継続 デジタル推進事業

スマートフォンのSMSを活用した市民への各種通知のデジタル化や
オンライン申請の拡大等により、引き続き市民サービスの向上を図る。

9,775千円

教育・文化

継続 校舎ＬＥＤ照明整備事業
学習環境の向上や脱炭素の取り組みとして、学校校舎内の照明を順次LED化する
（令和8年度は大原小学校の設計、岩間中学校の工事を実施）。

86,407千円

拡充 オーガニック給食推進事業
子どもたちにより安心安全な給食を提供するため、学校給食に
無農薬米などを提供する。

3,121千円

変革と継承による強い産
業づくり

18,411千円笠間PAスマートIC整備事業
早期の供用開始を目標に事業を推進する。

継続

97,790千円
5,914千円
19,777千円 ほか

18,652千円
52,000千円
4,266千円 ほか

3,584千円
11,200千円
2,123千円 ほか

9 笠間市の未来をつくる～重要事務事業と令和８年度予算　広報かさま 2026 年４月号



地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
が
平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
制
度
で
、
都
市
部
の
意
欲
あ
る

人
材
が
地
方
へ
移
住（
最
長
３
年
）し
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
目
的
と
し
た
支
援
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

フェイスブックもご覧くださいフェイスブックもご覧ください

問問    企業誘致・移住推進課（内線592）企業誘致・移住推進課（内線592）

NPOが運営するゲストハウス
「門前House」

笠間観光協会ビル内３階
https://monzen-house.com佐

さ

久
く

間
ま

 理
り

香
か

 隊員（61歳）
東京都江戸川区より移住 門前House

私もお手伝いしています

　

協
力
隊
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
を
迎
え
ま
し
た
。
退
任

後
の
笠
間
で
の
活
動
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
開
業
し
た
家
主
居
住
型
民
泊
「
で

あ
い
ふ
れ
あ
い
の
宿 

く
ま
蔵
」を
国
内
外
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
農
泊
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
登
録
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
私
個
人
で
は
な
く
、
笠
間
ふ
れ
あ

い
体
験
旅
行
推
進
協
議
会
が
中
心
と
な
り
民
泊
仲

間
の
皆
さ
ん
に
お
声
掛
け
し
て
始
め
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
都
市
部
で
は
味
わ
え
な

い
農
業
体
験
や
料
理
、
笠
間
な
ら
で
は
の
陶
芸
体

験
な
ど
、
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
よ
り
、
地
域
に
溶
け
込
ん
だ

滞
在
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
く
ま
蔵
」
の
登
録
に
あ
た
り
敷
地
内
の
蔵
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
宿
泊
だ
け
で
な
く
休
憩
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
野

菜
の
収
穫
な
ど
外
で
の
作
業
中
、
ち
ょ
っ
と
休
憩

し
て
お
茶
を
飲
み
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
で

の
食
事
も
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
改
装
し
ま
し

た
。
家
主
居
住
型
民
泊
「
く
ま
蔵
」
を
ふ
れ
あ
い

体
験
旅
行
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
宿
泊
だ
け
で
な

く
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
希
望
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ

に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
体
験
は
、
近
所
で
有
機
農
園
を
始
め
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
髙
山
さ
ん
の
「
ト
モ
ツ
ナ

グ
有
機
農
園
」
に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
っ
そ
く
２
月
に
、
有
機
栽
培
に
は
欠
か
せ
な

い
「
ふ
み
こ
み
温
床
」
作
り
に
市
内
の
学
童
の
皆

さ
ん
と
お
手
伝
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
お
手
伝

い
の
あ
と
は
、
畑
で
焼
き
そ
ば
と
焼
き
芋
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
大
人
顔
負
け
の
食

べ
っ
ぷ
り
！
た
く
さ
ん
働
い
た
後
は
お
腹
が
す
き

ま
す
ね
(̂ ^♪

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
笠
間
の
魅
力
発
信
隊
と
し
て
活
動

中
の
「
笠
間
ふ
れ
あ
い
体
験
旅
行
」
は
、
開
始
か

ら
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
申
し

込
み
が
増
え
ま
し
た
。

　

国
内
外
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
日
帰
り
民

家
体
験
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
民
家
さ
ん
を
募
集
中
で
す
。
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
笠
間
ふ
れ
あ
い
体
験
旅
行
受
け
入
れ
予
定

　

（
４
月
～
７
月
）

・
４
月　

台
湾
高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
２
校
62
名

・
５
月　

浦
安
市
中
学
校
日
帰
り
民
家
体
験

１
校
87
名

　
　
　
　

台
湾
高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
３
校
86
名

・
６
月　

台
湾
高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
１
校
60
名

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
笠
間
の
魅
力
発
信
隊

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
０
―
５
４
７
４
―
２
６
９
５

✉
：hxkbt005@

yahoo.co.jp

　

最
後
に
笠
間
の
歴
史
や
観
光
の
勉
強
の
た
め
ガ

イ
ド
の
仕
事
も
修
行
中
で
す
。

　

２
月
８
日
、
大
寒
波
の
影
響
で
真
っ
白
な
雪
景

色
の
な
か
、「
か
さ
ま
し
こ
日
本
遺
産
ツ
ア
ー
」

を
ガ
イ
ド
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
し
た
場
所
は
何
度

か
経
験
の
あ
る
笠
間
稲
荷
神
社
で
し
た
が
、
毎
回

事
前
準
備
で
調
べ
る
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ

り
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

私
の
ガ
イ
ド
修
行
は
続
き
ま
す
！

教育旅行と民泊のコーディネーター
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かさま健活スタイル

４月の強化項目 　心の休息は足りていますか？毎日、自分だけ
の好きなことをする休息時間を意識して作りま
しょう。

●問  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

●問  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

月ごとの強化項目を取り入れて
自分のこころとからだにちょっといい健康づくり

取り入れよう！
『心の休息』

 市立病院　TEL.0296-77-0034 市立病院　TEL.0296-77-0034

～ 発酵食品のある暮らし ～

　

笠
間
の
里
山
に
も
新
芽
が
芽
吹
き
、
や
わ
ら
か
な
光

に
包
ま
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
生
活
が
始
ま
る
一
方
で
、
気
温
差
や
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。「
な
ん
と
な
く
疲
れ
が
取
れ
な
い
」「
胃
腸
の
調
子

が
い
ま
ひ
と
つ
」
そ
ん
な
春
の
不
調
は
、
自
律
神
経
や

腸
内
環
境
の
乱
れ
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
季
節
に
、
ぜ
ひ
見
直
し
た
い
の
が
「
発
酵

食
品
」
の
力
で
す
。
味
噌
や
醤
油
、
納
豆
な
ど
、
日
本

の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
食
品
の
多
く
は
、麹
菌
や
酵
母
、

乳
酸
菌
と
い
っ
た
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
中
で
も
麹
は
、
食
材
の
栄
養
を
分
解
し
、
体

に
吸
収
さ
れ
や
す
い
形
に
整
え
て
く
れ
る
存
在
で
す
。

胃
腸
に
負
担
を
か
け
に
く
く
、
春
先
の
体
に
や
さ
し
く

寄
り
添
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

春
に
取
り
入
れ
や
す
い
発
酵
食
品
の
一
つ
が「
甘
酒
」

で
す
。
米
麹
か
ら
作
ら
れ
る
甘
酒
は
、
砂
糖
を
使
わ
ず

自
然
な
甘
み
が
あ
り
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ア
ミ
ノ
酸
も
豊
富

な
こ
と
か
ら
「
飲
む
点
滴
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
食
欲
が
落
ち
や
す
い
時
期
で
も
、
無
理
な
く
栄

養
補
給
が
で
き
る
点
が
魅
力
で
す
。

　

ま
た
、日
本
酒
造
り
の
過
程
で
生
ま
れ
る「
酒
粕
」も
、

春
に
お
す
す
め
し
た
い
発
酵
食
品
で
す
。
酒
粕
に
は
食

物
繊
維
や
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
含
ま
れ
て

お
り
、
腸
内
環
境
の
改
善
や
体
を
温
め
る
作
用
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
粕
汁
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
味
噌
と

合
わ
せ
た
り
、
野
菜
と
和
え
た
り
と
、
日
常
の
料
理
に

も
手
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

高
たか

野
の

　明
あき

子
こ

笠間市立病院 看護師

　

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
天
然
酵
母
の
パ
ン
」
も
、

発
酵
の
恵
み
を
感
じ
ら
れ
る
食
品
の
一
つ
で
す
。
天
然

酵
母
と
は
、
果
物
や
穀
物
、
酒
種
な
ど
に
存
在
す
る
酵

母
を
育
て
た
も
の
で
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
発
酵

さ
せ
る
こ
と
で
、
風
味
豊
か
で
消
化
の
い
い
パ
ン
が
焼

き
上
が
り
ま
す
。
特
に
「
酒
種
（
さ
か
だ
ね
）」
は
、

日
本
酒
の
酵
母
や
麹
の
力
を
生
か
し
た
日
本
独
自
の
発

酵
種
で
、
ほ
の
か
な
甘
み
と
も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
が

特
徴
で
す
。

　

発
酵
食
品
は
、「
た
く
さ
ん
食
べ
る
」
こ
と
よ
り
も
、

「
日
々
の
暮
ら
し
に
無
理
な
く
続
け
る
」
こ
と
が
大
切

で
す
。
朝
の
味
噌
汁
、
間
食
に
甘
酒
、
食
卓
に
天
然
酵

母
の
パ
ン
を
一
切
れ
。
そ
ん
な
小
さ
な
積
み
重
ね
が
、

春
の
不
安
定
な
体
調
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。

　

発
酵
は
、
目
に
は
見
え
な
い
微
生
物
が
、
時
間
を
か

け
て
食
を
育
て
る
営
み
で
す
。
私
た
ち
の
体
も
ま
た
、

急
に
整
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
春
の
笠
間
の
自
然

に
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
発
酵
の
力
を
上
手
に
取

り
入
れ
な
が
ら
、
健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

食
事
や
体
調
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き

は
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
市
立
病
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

春のゆらぎに寄り添う、
発酵のちから

天然酵母のパン
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子育て 講演 相談 お知らせイベント展覧会募集教育 スポーツ

知って得する暮らしの情報を紹介します。
気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時　　　場所　　　料金　　　問い合わせ　　　申し込み問

４４月の納税等月の納税等

納期限 ： ４月30日（木）納期限 ： ４月30日（木）

●固定資産税（全期前納 / １期）●固定資産税（全期前納 / １期）

●介護保険料（１期）●介護保険料（１期）

※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納付を
　お願いします。
※納付は、簡単で便利な口座振替を。
※口座振替で納付の方は、預金残高の確認を。

  こども政策課　TEL.0296-78-3155  こども政策課　TEL.0296-78-3155

  水戸地方気象台　TEL.029-224-1106  水戸地方気象台　TEL.029-224-1106

5 歳児健康診査が始まります

0296-73-4960

５月から防災気象情報が新しくなります５月から防災気象情報が新しくなります

　市では、４月からお子さんの得意なこと・苦手なことを把握し、就学前に対応を考える準備の機会として、５歳児健康診
査（５歳児健診）が始まります。
　５歳児健診では、身体の発育、集団行動の確認のほか、育児に関する困りごと、就学などに関する情報提供を行い、お子
さんに合わせた関わり方や成長・就学目標を医師・保健師や心理士などが保護者とともに考えていきます。
　ご家庭に案内が届きますので、受診をお待ちしています。

　国土交通省水管理・国土保全局と気象庁は、5 月下旬（予定）
から新たな防災気象情報の運用を開始します。
　新たな防災気象情報では、河川氾濫・大雨・土砂災害・高
潮の警報などを、避難行動に対応した 5 段階の警戒レベルと
整合させ、災害発生の危険度に応じたレベルの数字を名称に
含めて発表します。
　レベル 5 に相当する河川氾濫の特別警報や
警戒レベル 4 に相当する危険警報も新たに開
始するなど、現在の大雨警報・注意報などか
ら大きく変わります。
　防災気象情報や避難情報が発表された際に
どう行動するべきか、ご確認ください。

対 象 者：笠間市に住民票を有する令和８年度に満５歳を迎えるお子さん
実施場所：地域医療センターかさま 行政棟（笠間市南友部 1966-1）
実施内容：身体計測、問診、集団遊び、内科診察、育児相談、栄養・就学・子育て講話など

詳しくはこちら

健診の日程は
こちら
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  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

 令和 8 年度定期予防接種情報

（１）RSウイルス感染症（母子免疫ワクチン） 新規
　◆ 対 象 者：妊娠 28 週 0 日～ 36 週 6 日の妊婦
　◆ 接種費用：全額公費負担
（２）高齢者肺炎球菌　ワクチン変更　
　◆ 対 象 者：次のいずれかに該当する方

① 65 歳の方　② 60 ～ 64 歳で、心臓・じん臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障
害を有する方（身体障害者 1 級程度）

　◆ 接種費用：一部助成　※使用するワクチンが 20 価ワクチンに変更
（３）帯状疱疹

◆ 対 象 者：帯状疱疹ワクチンを接種したことがない方で、次のいずれかに該当する方
①令和 8 年度中に 65 歳以上で 5 歳刻みの年齢に到達する方（4 月上旬にオレンジ色のはがきを送付します）
② 60 ～ 64 歳で、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害がある方

◆ 接種費用：一部助成

帯状疱疹任意予防接種の一部助成も行っています
　◆ 対 象 者：帯状疱疹ワクチンを接種したことがない 50 歳以上の方で、定期予防接種対象外の方
　　市内協力医療機関に直接お申し込みください。

　令和８年４月１日から変わる定期予防接種についてお知らせします。

・・   環境政策課（内線 126）  環境政策課（内線 126）

 犬および猫の不妊去勢手術費の一部を補助します
　市では、犬猫の無秩序な繁殖を抑制する不妊去勢手術を推進するため、飼い犬、飼い猫の不妊去勢手術費用の一部を予算
の範囲内で補助しています。希望する場合は、必ず手術後に環境政策課窓口で申請または電子申請してください。（今年度
より手術後の申請）
　飼い主として適正な飼養に努めていただき、繁殖を望まない犬猫への不妊去勢手術の実施は飼い主の責務としてご理解を
お願いします。
（１）補助額
　・犬の不妊去勢手術費：１頭あたり 2,000 円
　・オス猫の去勢手術費：１匹あたり 3,000 円
　・メス猫の不妊手術費：１匹あたり 4,000 円
　※予算がなくなりしだい終了
（２）対　象
　・本市に居住し住民登録されている方が飼養する犬猫
　・狂犬病予防法に基づく登録および予防注射を受けて
いる犬

　・マイクロチップや首輪に飼い主がわかる名札を装着
している猫

　・市内の動物病院で当該年度内に手術を実施する犬猫
　・当該年度１世帯あたり犬猫の合計 5頭（匹）以内
　※市税を滞納している方と営利目的に飼養・管理している
方は対象外

（３）受付・実績報告書の提出期限
　・令和９年３月 31日（水）
　※予算がなくなりしだい終了
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アミ戸の張り替えアミ戸の張り替え

４月末まで
10％OFF10％OFF

緑が気持ちいいですね！！

令和 8 年度　ゴールデンウィークのごみ収集、し尿くみ取り・浄化槽清掃について
〇家庭ごみの収集について　【笠間市内全地区】
　・祝日による収集日の変更はありません。お住まいの地域のルールにしたがって、ごみを出してください。
〇環境センターへの持ち込みについて　【笠間市内全地区】
　◎笠間市環境センター（笠間市長兎路仁古田入会地 1 － 62）　TEL.0296-77-2416
　　　【持 込 受 付】　4 月 29 日（水・祝）～ 5 月 1 日（金）、5 月 4 日（月・祝）～ 6 日（水・振）
　　　　　　　　　　午前 9 時～正午、午後 1 時～ 5 時　
　　　　　　　　　　※祝日による受付日の変更はありません（土曜日・日曜日はお休みです）
　　　【処理手数料】　ごみの種類にかかわらず、家庭ごみの持ち込み 10㎏につき 100 円
　　　　　　　　　　※ 10kg 未満の場合でも、100 円となります
〇し尿くみ取り・浄化槽清掃について　【笠間市内全地区】
　・4 月 29日（水・祝）、５月 2日（土）～ 6日（水・振）はお休みです。7 日以降は通常です。

  資源循環課（内線 129）  資源循環課（内線 129）

  笠間警察署　TEL.0296-73-0110  笠間警察署　TEL.0296-73-0110

 笠間警察署からのお知らせ

騙されないで！！ニセ警察詐欺

電話でお金の話は詐欺！
ＳＮＳでもうけ話も詐欺!!

詐欺被害を
防ぐ合言葉

問 笠間警察署 0296ｰ73ｰ0110

警察庁・ＳＯＳ４７
特殊詐欺対策ページ

茨城県警察
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創業101年

 令和 8 年度 救命講習会開催のお知らせ 令和 8 年度 救命講習会開催のお知らせ
普通救命講習会定期開催（応急手当WEB講習修了者対象）

応急手当普及員再講習会（条件として応急手当普及員養成講習会修了者）

開催日時
「午前９時～11時」 講習内容 定　員 申込締め切り日

６月６日（土） 普通救命講習Ⅲ（小児・乳児コース） 10 名程度 ５月29日（金）
９月６日（日） 普通救命講習Ⅰ（成人コース） 10 名程度 ８月28日（金）

11 月７日（土） 普通救命講習Ⅰ（成人コース） 10 名程度 10月30日（金）
令和９年２月７日（日） 普通救命講習Ⅰ（成人コース） 10 名程度 令和９年１月29日（金）

開催日時
「午後２時～４時」 講習内容 定　員 申込締め切り日

５月 23 日（土）

【対象者】
・応急手当普及員養成講習会を修了して３年経過
・応急手当普及員養成講習会再講習から３年経過
・再講習を希望する方

15 名程度 5月15日（金）

< 応急手当 WEB 講習について >
　お持ちのパソコンやスマートフォンなどから、インターネットを通じて映像で応急手当の基礎知識を事前に
学べる講習です。「普通救命講習編」の受講が終了したら、受講証明書（受講日から１か月以内）を印刷また
は画像をタブレットやスマートフォンなどに保存し、当日、受付担当者に提示してください。

   消防本部警防課　TEL.0296-73-0119 消防本部警防課　TEL.0296-73-0119

 　 問 　　：市消防本部 ３階多目的ホール（笠間市箱田 2564）
資　　格：市内に在住または在勤・在学の中学生以上の方
申し込み：普通救命講習会定期開催は、右の二次元コードから申し込みください。
　　　　　なお、受講には事前に「応急手当 WEB 講習」の受講（右下の二次元コード）が必須です。
　　　　　応急手当普及員再講習会は、消防本部警防課へ電話で申し込みください。
　　　　　申し込みの際は、応急手当普及員認定証番号と最終受講歴（年月日）をお知らせください。

 休日納税相談窓口業務の廃止について休日納税相談窓口業務の廃止について
　毎月最終日曜日の午前中に実施していた休日納税相談窓口業務は、令和８年３月をもちまして廃止となり
ました。
　４月以降の納税相談は、平日開庁時間内（午前８時 45分～午後５時）での対応とさせていただきますの
でご了承ください。

  収税課（内線 118）  収税課（内線 118）

定期開催
申し込みは

こちら

応急手当 WEB
講習受講（視聴）

はこちら
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「国民年金学生納付特例制度」について
　20 歳になると国民年金に加入して保険料を納めることが義務づけられています。学生は、本人の所得が一定額以下の場合
申請により在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。

 対象となる方
　学生本人の申請する年度の前年所得が 128 万円以下の方
　※学生本人に扶養家族がいる場合は、基準額が変わります。

 対象となる学校
　大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支援学校、専修学校および各種学校（修業年限が１年以上
の課程に在学している方）、一部の海外大学の日本分校（夜間・定時制課程や通信課程も含む）

 承認期間
　　４月（または 20 歳対象月）～翌年３月

※翌年度も同じ学校に在学する方は、４月～５月頃に日本年金機構から申請書（ハガキ）が届きます。申請手続きは毎
年です。必要事項を記入のうえ返送し申請してください。申請書（ハガキ）が届かない場合は、初年度と同様の手続
きが必要になります。

 承認を受けた期間
　未納の期間とは違い、障害基礎年金などの受給資格期間に含まれます。
　10 年以内であれば、あとから保険料を納付すること（追納）ができます（ただし、承認期間の翌年度から起算して３
年度目以降に追納するときは、経過期間に応じた加算額が上乗せされます )。

≪提出先≫
市役所または水戸南年金事務所
マイナポータルを利用した電子申請であれば
24 時間受付が可能です。
※詳しくは水戸南年金事務所
　TEL.029-227-3278
　（音声案内が流れます）
　または、日本年金機構ホームページで
　ご確認ください。

  保険年金課（内線 142）、笠間支所保険福祉課（内線 72135）岩間支所保険福祉課（内線 73182）  保険年金課（内線 142）、笠間支所保険福祉課（内線 72135）岩間支所保険福祉課（内線 73182）

お持ちいただくもの
・基礎年金番号のわかるもの
・来庁された方の本人確認できるもの　　
・学生証（コピー可。有効期限が記載されているもの）
　または在学証明書
・委任状（本人または世帯主以外が窓口で申請する場合）
・会社などを退職して学生になられた方は、雇用保険被
　保険者離職票など

第 2 日曜日

天狗の郷
バザール

de
いわま

 ５月 10 日（日）

  　午前９時～午後３時

問  地域交流センターいわま「あたご」 

 根
ね

本
もと

（TEL.090-3009-7883）

友部駅前フリーマーケット
第 4 日曜日

 ５月 24 日（日）午前９時～午後１時

問  地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

 柏
かしわ

崎
ざき

（TEL.090-1880-6317）

特設無料人権相談特設無料人権相談

 ５月 20 日（水）午前 10 時～午後３時
問  地域福祉センターともべ（笠間市美原 3-2-11）

 水戸地方法務局（TEL.029-227-9919）

行政書士無料相談会行政書士無料相談会

 ５月 20 日（水）午後１時～４時
問  市役所本所（笠間市中央 3-2-1）

 茨城県行政書士会（TEL.029-305-3731）

くらしの相談くらしの相談

詳しくはこちら

16広報かさま 2026 年４月号　情報しっとく日和

https://myna.go.jp


 令和８年度 まちづくり市民活動助成金の対象事業を募集します！
まちづくり市民活動助成金とは

対象事業

応募の手続き

　地域の特性を活かし、市民活動の活性化を図ることを目的とした活動に対し支援する制度です。

事業区分 補助率等 助成限度額
地域づくり推進事業

・地域の安全、防犯等に関する事業
・地域住民の健康または福祉の増進に関する事業
・レクリエーションなどの地域コミュニケーション
に関する事業

・地域のさまざまな課題を自主的に解決するために
創意と工夫をもって取り組む事業

必要な経費のうち３分の２以内
の額または 30万円のいずれか
低い方

３か年事業：60万円

地域活性化事業
・令和８年度事業テーマ「出会いの創出」
・市内外からの集客を目的に創意と工夫をもって取
り組む事業

・市民交流を促進するために効果的な事業
・地域資源を効果的に活用した個性的なまちづくり事業

必要な経費のうち３分の２以内
の額または 30万円のいずれか
低い方

単年度事業：30万円
２か年事業：45万円
３か年事業：60万円

※交付決定後（概ね６月上旬）から翌年３月まで（令和８年度中）に行う事業が対象です。

応募締切　4月 30日（木）　
提出書類　笠間市まちづくり市民活動助成金申請希望調書、
　　　　　団体説明書、活動写真など
※応募要項や必要書類の様式は、市ホームページからダウンロードできます。
※申請団体の代表者から事業内容についてプレゼンテーションをしていただき、
　審査します。審査会は 5月中下旬、結果通知は 6月上旬の予定です。

・・   総務課（内線 132）  総務課（内線 132）

詳しくはこちら

令和８年度　行政組織機構の見直しについて
都市建設部建設課の「特定事業グループ」を「特定事業整備推進室」に変更します。

　現在「特定事業グループ」で整備を進めている笠間PAスマートIC整備事業の早期供用開始をめざすとともに、渋滞対策事業、
通学路安全対策としての歩道整備事業を推進するため、「特定事業整備推進室」を設置し、事業の効率化を目指します。

  人事課（内線 551）  人事課（内線 551）
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整備第二Ｇ 整備第二Ｇ

事業調整Ｇ 事業調整Ｇ

特定事業Ｇ

見直し後 現　行

特定事業整備推進室
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域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

伊　

藤　
　
　

浩

健
康
医
療
政
策
課
長

橋　

本　

貴　

文

保
険
年
金
課
長

山　

口　

浩　

之

笠
間
支
所
保
険
福
祉
課
長

重　

原　

裕　

美

岩
間
支
所
保
険
福
祉
課
長

大　

峰　

浩　

一

こ
ど
も
部

こ
ど
も
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
（
こ
ど
も
担
当
）
根　

本　

由　

美

こ
ど
も
政
策
課
長

宮　

本　
　
　

隆

こ
ど
も
福
祉
課
長

柴　

田　

裕　

実

こ
ど
も
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
長

矢　

野　

郁　

子

笠
間
市
立
病
院

市
立
病
院
長

石　

塚　

恒　

夫

市
立
病
院
事
務
局
長

鈴　

木　

昭　

彦

市
立
病
院
副
院
長

稲　

葉　
　
　

崇

市
立
病
院
医
務
局
薬
剤
科
長

松　

本　

明　

男

市
立
病
院
看
護
局
看
護
師
長

柿　

長　

理　

恵

市
立
病
院
事
務
局
経
営
管
理
課
長

打　

越　

英　

樹

産
業
経
済
部

産
業
経
済
部
長

礒　

山　

浩　

行

農
政
課
長

鈴　

木　

俊　

明

農
政
課
栗
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

藤　

咲　
　
　

篤

農
政
課
副
参
事
（
笠
間
市
農
業
公
社
）

川　

松　

祐　

市

商
工
課
長

桑　

嶋　

一　

志

観
光
課
長

菊　

地　

恵　

一

都
市
建
設
部

都
市
建
設
部
長

田　

中　
　
　

博

建
設
課
長

川　

松　

信　

一

建
設
課
特
定
事
業
整
備
推
進
室
長
（
茨
城
県
か
ら
）藤　

田　

由
美
子

管
理
課
長

鈴　

木　
　
　

滋

都
市
計
画
課
長

河
原
井　

浩　

典

上
下
水
道
部

上
下
水
道
部
長
（
茨
城
県
か
ら
）

植　

本　

純　

平

水
道
課
長

野　

沢　
　
　

力

下
水
道
課
長

大　

嶋　

信　

二

会
計
課

会
計
管
理
者

鶴　

田　

宏　

之

会
計
課
長

塩　

畑　
　
　

猛

議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
長

石　

井　
　
　

謙

議
会
事
務
局
次
長

小
松
﨑　
　
　

守

農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局
長

福　

嶋　
　
　

猛

監
査
委
員
事
務
局
（
兼
公
平
委
員
会
事
務
局
）

監
査
委
員
事
務
局
長

細　

谷　
　
　

敦

教
育
委
員
会　
教
育
部

教
育
部
長

松　

本　

浩　

行

学
務
課
長

仁　

平　

秀　

明

学
務
課
お
い
し
い
給
食
推
進
室
長

若　

月　
　
　

一

生
涯
学
習
課
長

山　

本　

哲　

也

笠
間
市
立
公
民
館
笠
間
公
民
館
長

小　

谷　

淳　

一

新
規
採
用
職
員

清
水
久
美
子（
市
民
課
）

額
賀　

萌
梨（
こ
ど
も
政
策
課
）

石
井　

雅
之（
商
工
課
）

加
藤　

花
菜（
秘
書
課
）

藤
枝　

綾
乃（
学
務
課
）

齊
藤　

早
良（
農
政
課
）

深
谷
さ
お
り（
保
険
年
金
課
）

三
浦　

聖
徠（
農
政
課
）

鉾
田　

友
樹（
収
税
課
）

野
口　

龍
空（
建
設
課
）

中
村　

伸
也（
学
務
課
）

塚
田　

侑
斗（
税
務
課
）

飯
田　

真
綺（
市
民
課
）

仁
平　
　

涼（
建
設
課
）

鈴
木　

華
蓮（
健
康
医
療
政
策
課
）
小
林　

彩
花（
こ
ど
も
政
策
課
）

石
本　

恵
一（
総
務
課
）

藤
枝　

花
梨（
健
康
医
療
政
策
課
）

三
沢　

美
樹（
生
涯
学
習
課
）

三
村　

陽
哉（
観
光
課
菊
栽
培
所
）

美
留
町
大
樹（
財
政
課
）

石
戸　

利
幸（
市
立
病
院
医
務
局
）

海
老
沢
拳
輝（
生
涯
学
習
課
）

細
井　

彩
香（
市
立
病
院
看
護
局
）

大
髙
ほ
の
香（
こ
ど
も
福
祉
課
）

池
田　
　

寛（
友
部
消
防
署
）

軽
部　

紗
蘭（
高
齢
福
祉
課
）

須
藤　
　

輝（
笠
間
消
防
署
）

賀
波
澤
優
晴（
資
源
循
環
課
）

青
木　

琉
晟（
友
部
消
防
署
）

野
口　

奨
悟（
社
会
福
祉
課
）

鈴
木　

夢
叶（
笠
間
消
防
署
）

小
森
友
萌
香（
税
務
課
）

茂
木　

陽
海（
岩
間
消
防
署
）

髙
松　

健
太（
保
険
年
金
課
）

稲
葉　
　

崇（
市
立
病
院
医
務
局
）

富
田　

千
咲（
企
画
政
策
課
）

佐
藤　
　

敦（
危
機
管
理
課
）

飯
田
み
の
り（
観
光
課
）

  

人
事
課
（
内
線
５
５
１
）

人
事
課
（
内
線
５
５
１
）

部
課
長
級

新
規
採
用
職
員

退
職
者

３
月
31
日
付
退
職
者

堀
内　

信
彦

山
本　

智
子

谷
中　

勝
典

川
又　

信
彦

大
月　

眞
司

田
中　

俊
行

菅
井　

敏
幸

谷
田
部
仁
史

鈴
木
め
ぐ
み

根
本　
　

薫

斎
藤　

直
樹

廣
木
美
衣
那

橋
本　

祐
一

國
井　
　

智

伊
藤　

洋
樹 

久
保
田
真
智
子

瀧
本　

新
一

竹
内　

翔
子

安
達　

晴
美

角
田　

純
子

鈴
木　

颯
太

菊
地　

光
穂

中
澤
か
お
り

大
津　

智
子

笠
間
市
立
図
書
館
笠
間
図
書
館
長

矢　

作　

幸　

枝

消
防
本
部

消
防
長

谷　

口　

哲　

也

消
防
次
長
兼
消
防
総
務
課
長

原　

田　

正　

美

予
防
課
長

水　

野　

宏　

昭

警
防
課
長

中　

村　
　
　

猛

笠
間
消
防
署
長

山　

田　

健　

司

友
部
消
防
署
長

吉　

沼　

克　

典

岩
間
消
防
署
長

田　

口　
　
　

司
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このコーナーでは、市の環境に関する取り組みや、
くらしに役立つ情報を紹介します。
○ S

サステナ

ustaina には、「持続可能な～」という意味を込めています。

　２月 13 日、笠間市が環境省の実施する「脱炭
素先行地域（※１）」に選定されました。
　今後、国の支援を活用し、市民や企業の皆さん
と連携のうえ、伝統的工芸品を軸とした脱炭素化
による地域活性化の実現に向けた取り組みを進め
ていきます。今回の選定を契機により一層、地域
脱炭素の取り組みを推進し、全国の先行例・模範
となって、笠間市から全国へ「脱炭素ドミノ」の
起点になれるよう進めていきます。

笠間市が
「脱炭素先行地域」に選定！

授与式の様子

（左から）株式会社常陽銀行 秋野取締役頭取、山口市長、
株式会社バイウィル 下村代表取締役社長

≪提案名≫
地域資源を活用した地域（笠間焼エリア）の脱炭素化による笠間焼産業の振興

～脱炭素で伝統的工芸品を未来へとつなげる～

※１　脱炭素先行地域とは
　2030 年度までに民生部門（家庭部門及び業務その他部門）の電力消費に伴う CO2 排出の実質ゼロを先行
的に実現する地域として、国が全国で少なくとも 100 箇所選定するとしているものです。

詳しくはこちら

※ 2　環境価値とは
　省エネ・再エネ設備の導入や森林管理などによる温室効果ガスの排出削減・吸収量効果を価値化したもの。国（経済産業省・環境
省・農林水産省）が運営する省エネ・再エネ設備の導入や森林管理などによる温室効果ガスの排出削減・吸収量をクレジットとして
認証する制度として J- クレジット制度がある。

 

株式会社バイウィル

環境価値をＪ-クレジット化

・公共施設で導入

した再エネ設備

・本市の補助事業を

活用して住宅が導入

した再エネ設備

・公共施設で導入

した再エネ設備

【①市所有の環境価値創出】

クレジット販売 株式会社 常陽銀行 

Ｊ-クレジットを地域へ販売 地産地消に向けたパートナーシップにより、 
市内及び県内事業者向けクレジット販売推進

販売収益

プロジェクトへの参加

笠間市 

【②財源確保により更なる施策推進】

三位一体で取組む地産地消型Ｊ-クレジット事業

市内及び県内事業者

【③地域の脱炭素化の推進】

 環境政策課（内線 125） 環境政策課（内線 125）

事業連携イメージ

笠間市、株式会社常陽銀行、株式会社バイウィルの三者で 
「地域脱炭素社会の実現に向けた環境価値（※２）の活用に関する協定」を締結
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文
政
元
年
（
一
八
一
八
）、
上
箱
田
村
に
疫
病
が
流
行
り
、

藩
は
疫
病
退
散
の
祈き
と
う祷
料り
ょ
うを
村
に
支
給
し
ま
し
た
。
六
月
に
な

る
と
村
は
天
王
祭
（
祇
園
祭
）
を
社や
し
ろで

行
う
居い
ま
つ
り祭

か
ら
出
し
ゅ
っ
し
ゃ社

祭さ
い

（
神み
こ
し輿

が
社
を
出
て
村
内
を
廻
る
形
式
か
）
に
変
更
し
た
い
と

申
し
出
ま
し
た
が
、
藩
は
許
可
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
文

政
三
年
三
月
に
は
来
栖
村
の
「
村む
ら
か
た方
小こ
ま
え前
」
た
ち
は
新
し
い
天

王
神
輿
を
祭
り
で
使
う
と
主
張
し
、
神
主
が
藩
の
寺じ
し
ゃ社
奉ぶ
ぎ
ょ
う行
に

願
書
を
出
し
ま
し
た
が
、藩
は
こ
れ
も
許
可
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
度
許
可
す
る
と
多
く
の
村
々
が
次
々
と
申
請
し
て
く
る
こ
と

を
恐
れ
た
た
め
で
す
注
①
。

　
「
村
方
小
前
」
と
は
大お
お
び
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓
で
も
な
く
名な
ぬ
し主

・
組く
み
が
し
ら頭と

い
っ

た
村
役
人
層
で
も
な
い
村
の
百
姓
た
ち
（
小
前
）
の
こ
と
で
す
。

藩
政
改
革
が
進
む
と
村
々
の
戸
数
と
人
口
が
ゆ
っ
く
り
と
増
え

始
め
ま
し
た
注
②
。
増
え
た
原
因
は
稲
田
の
西さ
い
ね
ん
じ

念
寺
が
中
心
と

な
っ
て
担
っ
た
北
陸
地
方
か
ら
の
入い
り
び
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓
政
策
と
藩
が
行
っ
た

地
元
農
家
の
次
三
男
に
よ
る
分
家
政
策
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
荒
れ
て
い
た
田
畑
が
次
第
に
復
興
さ
れ
て
い
く
と
、
大

百
姓
の
な
か
に
は
経
営
が
苦
し
く
な
る
者
が
現
れ
ま
し
た
。
奉

公
人
（
使
用
人
）
と
し
て
働
い
て
く
れ
る
「
小
前
」
が
も
う
集

ま
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
農
村
復
興
の
担
い
手
に
な
っ
た

「
小
前
」
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
要
望
を
は
っ
き
り
と
主
張
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
来
栖
村
の
天
王
神
輿
の
願
書
も
彼
ら

の
強
い
要
望
に
押
さ
れ
た
村
役
人
が
書
い
た
も
の
で
し
た
。「
小

前
」
た
ち
の
意
向
を
無
視
し
て
は
復
興
も
村
政
も
祭
り
も
進
ま

な
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
最
後
の
大
流
行
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
で
し

た
。
長
崎
出
島
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
こ
の
大
流
行
は
重
症
化

し
や
す
く
死
者
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
注
③
、
江
戸
で
も
多
く
の

死
者
が
で
ま
し
た
。笠
間
の
様
子
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
最
中
に
笠
間
で
精
力
的
に
働
い
て
い
た
人
物
が
美み

の濃
（
岐
阜

県
）
出
身
の
田た
な
か中

友と
も
さ
ぶ
ろ
う

三
郎（
一
八
三
九
～
一
九
一
三
）で
し
た
注
④
。

江
戸
の
陶
器
商
で
あ
っ
た
友
三
郎
は
手
越
・
宍
戸
・
石
井
・
箱
田

等
の
産
地
を
廻
り
、
各
窯
元
の
製
品
を
六
十
両
余
で
買
い
占
め
て

江
戸
に
送
り
ま
し
た
。
笠
間
に
来
た
の
は
、
江
戸
で
麻
疹
の
薬
を

煎
じ
る
土ど
び
ん瓶
が
爆
発
的
に
売
れ
、
在
庫
切
れ
と
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
こ
で
、
品
質
に
問
題
が
な
く
価
格
の
安
い

土
瓶
や
陶
器
を
江
戸
に
近
い
産
地
か
ら
新
し
く
仕
入
れ
よ
う
と
思

い
、
水
戸
を
経
て
笠
間
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
笠
間
産
の
土
瓶
や

陶
器
類
を
江
戸
に
運
ぶ
と
す
ぐ
完
売
し
た
の
で
、
再
び
笠
間
に
仕

入
れ
に
来
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
麻
疹
に
倒
れ
ま
し
た
。
幸
い

に
症
状
が
軽
く
、
一
か
月
も
か
か
ら
ず
全
快
し
、
ま
も
な
く
大
流

行
も
終
わ
り
ま
し
た
。
文
久
三
年
、
友
三
郎
二
十
五
歳
の
こ
と
で

し
た
。
そ
の
後
の
友
三
郎
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
江
戸
か

ら
笠
間
に
引
っ
越
し
、
石
井
に
住
ん
で
、
笠
間
焼
の
発
展
に
力
を

振
る
い
ま
し
た
。「
宍
戸
焼
」、「
箱
田
焼
」
な
ど
と
い
う
区
分
け

で
呼
ば
れ
て
い
た
陶
器
を
「
笠
間
焼
」
に
統
一
し
た
の
は
友
三
郎

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
麻
疹
が
つ
な
い
だ
縁
で
笠
間
に
来
た
と

も
い
え
ま
す
。

（
市
史
研
究
員　

深ふ
か

谷や　

祐ゆ
う

）

麻は
し
か疹
の
流
行
（
下
）

第 89 回
田中友三郎彰徳碑

注
①
②
：
手
塚
多
助
編
『
十
五
年
来
眼
目
集
』　

注
③
：
鈴
木
則
子
『
江
戸
時
代
の
流
行
り
病
』

注
④
：「
陶
器
製
造
販
売
人
田
中
友
三
郎
氏
経
歴
」

 生涯学習課（内線 382） 生涯学習課（内線 382）

　

疫
病
に
苦
し
む
村
々
は
祭
り
を
盛
大
に
し
て
病
魔
を
祓
お
う
と

し
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
一
月
、
笠
間
藩
領
内
に
疱ほ
う
そ
う瘡

の
患
者
が

出
る
と
人
々
が
大
勢
集
ま
っ
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
大お
お
す
ぎ杉

囃ば
や
し子

（
稲

敷
市
大
杉
神
社
か
ら
広
ま
っ
た
疫
病
退
散
の
お
囃
子
）を
演
奏
し
、

人
々
に
は
食
事
や
酒し
ゅ
こ
う肴

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
藩
は
、
農
業
の

妨
げ
に
な
る
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
ら
を
禁
止
し
ま
し
た
。
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かさま
TEL.0296-72-5046

（エックス） @kasama_klib

ともべ
TEL.0296-78-1200

（エックス） @tomobe_klib

いわま
TEL.0299-45-2082

（エックス） @iwama_klib

いわま

かさま各館の行事予定

ともべ

４月の
休館日

６日（月）・13 日（月）・20 日（月）・27 日（月）全館
22 日（水）友部、30 日（木）笠間・岩間

５月の
休館日

７日（木）・11 日（月）・18 日（月）・25 日（月）全館
27 日（水）友部、28 日（木）笠間・岩間

◆おはなし会（０～３歳向け　午前11時～）
５月21日（木）

◆ギャラリー
５月12日（火）～24日（日）

「竹工芸展」　竹真会
◆ブックdeトーク（一般向け）

５月23日（土）午後１時30分～３時

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～）
５月15日（金）

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
５月10日（日）＜笠間語り部の会＞
５月17日（日）＜アイアイ＞
５月24日（日）＜ハッピー＞

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～）
５月14日（木）
＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
５月　９日（土）＜めだかクラブ＞
５月16日（土）＜朗読の会 ハッピーまろん＞
５月23日（土）＜おはなしの会 サルビア＞

笠間図書館

謎
なぞ

とき俱
く ら ぶ

楽部（其
そ

の弐
に

）
　図書館の奥の部屋に置いてある古い道具に宿るつ
くも神が、もののけ盗賊団に連れ去られた！みんな
も謎とき倶楽部の仲間になって、クイズに挑戦して
つくも神たちを連れ戻そう。
　毎月児童コーナーに掲示される謎を解いて、ポイ
ントをゲットしよう。素敵なプレゼントがあるよ！
期　間：令和９年３月 31 日（水）まで
対　象：小学生（幼児も可）

岩間図書館

「不
ふ し ぎ

思議な額
がくぶち

縁」
　岩間図書館の児童コーナーに
は、毎月新しいクイズが現れる

「不思議な額縁」があります。
　クイズに答えて正解すると、
オリジナルシールを１枚お渡し
します。シールを 10 枚集めて
プレゼントをゲットしよう！
　期間を設けていないので、好
きなタイミングで始められま
す。「不思議な額縁」をチェッ
クして、家族みんなで、楽しい
クイズに参加してください。

ゴールデンウィーク期間中の開館時間のお知らせ
４月 29 日（水・祝）から５月６日（水・振）までの開館時間は、全日午前９時から午後５時までです。

「雑誌スポンサー」で地域に届くPRをしてみませんか？
　笠間市立図書館の「雑誌スポンサー」は、館内で読まれる最新号の雑誌の
カバー表面に店名やロゴ、裏面にチラシや事業紹介を掲載し、館内の指定の
場所に、ショップカードやチラシを置くことができます。
　図書館は幅広い年代に利用され、選択した雑誌の年間購
入代金という低コストで地域住民や来館者への認知拡大が
期待でき、図書館活動への支援にもつながります。掲載を
希望する企業、商店、団体を随時募集しています。雑誌に
より年間の代金が異なります。
　詳しくは、各館窓口または図書館ホームページでご確認
ください。

みんなで挑戦！！　図書館クイズイベント
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表紙表示例 ▼

最新号雑誌カバー表面
表示サイズ
　縦４㎝　横13㎝以内
地色　クリーム色
　　　文字　黒
カバー裏面
広告チラシを 1 枚挿入

図書館　広報かさま 2026 年４月号



かさま の栗
K A S A M A  N O  K U R I

　このコーナーでは、「笠間の栗」に対する市の取り組みをより多くの方に知っていただくため、
「笠間の栗」に関する情報を定期的に発信していきます。

日　時 ：10月２日（金）～４日（日）午前９時～午後４時　※最終日のみ午後３時まで
会　場 ：笠間芸術の森公園イベント広場（笠間市笠間2345）

第20回かさま新栗まつり出店者募集
出店条件：・開催日３日間のうち、２日連続または３日間出店できること。

・販売商品は、生栗や焼き栗、栗を使用した加工品（栗菓子、栗料理など）、栗をモチーフとした陶器
やクラフト商品など、栗に関連したものに限る。

・生栗・焼き栗は笠間市産の栗、加工品（栗菓子、栗料理など）は笠間市産もしくは茨城県産の栗を原
料としていること。

※そのほかの条件は出店参加要項を必ずご確認ください。
出 店 料：【食品取扱店舗】　市内事業者：売上金の 18％〔上限なし〕（1,000 円未満切り捨て）
　　　　　　　　　　　　　市外事業者：売上金の 20％〔上限なし〕（1,000 円未満切り捨て）

【クラフト関係店舗】　5,000 円
※電気を使用する場合は別途使用料を徴収します。

申込方法：申込書を右の二次元コードからダウンロードして、期限までに事務局へご提出ください。
申込期限：５月29日（金）まで

第20回かさま新栗まつり　開催日決定！

第20回かさま新栗まつり
ボランティア募集

　運営スタッフとして一緒に「かさま新栗まつ
り」を盛り上げてくださる方を募集します。

応募要件：応募する時点で満年齢が15歳以上（高
校生以上）の者であること。ただし、
高校生の申し込みは、
保護者の同意を必要と
する。

申込期限：７月31日（金）まで

アイディアレシピコンテスト2026作品募集
　笠間の栗アイディアレシピコンテストでは、「笠間の栗」を使用したスイーツや料理などの斬新なアイディアを募
集しています。
　たくさんのご応募お待ちしています！
応募資格：茨城県内に在住または在勤・在学する高校生以上の方（プロ・アマ問わず応募可能）

※学生の場合は、学校単位での応募も可能とします。
応募方法：応募用紙を二次元コードからダウンロードして、そのほかの提出書類と合わせて期限ま

でに、事務局へ郵送・メール・持参または「いばらき電子申請・届出サービス」からご
応募ください。

応募期限：６月 30 日（火）まで〔必着〕

　　儲かる笠間の栗産地づくり協議会事務局（農政課 栗ブランド戦略室：内線 542）　　儲かる笠間の栗産地づくり協議会事務局（農政課 栗ブランド戦略室：内線 542）
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詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら
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●材料（２人分）

豚肉（もも薄切り）… 200g
ニラ………………… １束（100g）
しめじ……………… 100g
コチュジャン……… 小さじ１
塩…………………… 適量
こしょう…………… 適量
ごま油……………… 大さじ１

●作り方

❶豚肉は１㎝幅に、ニラは４㎝長さに切る
しめじは石づきを取りばらす。
❷フライパンにごま油を入れて中火で熱

し、豚肉を炒め火が通ったらコチュジャ
ンを加える。
❸ニラ、しめじを加えさっと炒め、塩とこ

しょうで味を調える。

家族と一緒に囲む食卓で
試してみたいレシピを

笠間市ヘルスリーダーの会
が紹介します。

豚肉とニラの韓国風炒め ●栄養成分（１人分）
エネルギー 264kcal

たんぱく質 18.8g

脂質 15.7ｇ

炭水化物 1.8ｇ

食物繊維 2.9ｇ

食塩相当量 0.7g

主食（ごはん、パン、麺）
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理）
主菜（肉、魚、卵、大豆料理）
牛乳・乳製品
果物

詳しくは 食事バランスガイド 検索

…… 食事バランスガイド ……

0SV
2SV
3SV
0SV
0SV

1 2 3 4 5

1 2
1 2 1 2
3 4 5

6

1 72 3 4 5 6

～料理のポイント～
ニラやゴマ油の風味をきかせ、少ない調味料でおいしくいた
だけます。
辛さをきかせたい場合は、七味唐辛子などを加えてください。

　 健康医療政策課　TEL.0296-77-9145　 健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

" 食 "について興味のある方募集中～ !!
ヘルスリーダー養成講習会、今年も開催 !!

　かさま食彩を担当している「笠間市ヘルスリーダーの会」は、地域の方
に "食 " を中心とした健康づくりを進める団体として活動しています。
　私たちと一緒に食について学び、ボランティア活動しませんか？
　ご興味のある方のご連絡をお待ちしています。

詳しくはこちら
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　「スクエアステップリーダー会」と「シルバーリハビ
リ体操指導士会」が、令和７年度の「秋季善行表彰」を
受賞しました。
　スクエアステップリーダー会は団体として 15 年以上、
シルバーリハビリ体操指導士会の４名は個人として 20
年以上、介護予防・健康づくりの体操普及に尽力し、永
年の功績が称えられました。皆さんは、地域の公民館な
どで行う運動教室で、指導者として活躍されています。
　受賞おめでとうございます。

　県教育委員会が主催する「令和７年度 体力つくり関
係表彰」で、笠間小学校が優秀賞を受賞しました。
　体力つくり優秀賞は、体力つくりに積極的に取り組
み、体力・運動能力調査で優れた結果を収めた学校が表
彰されるものです。笠間小学校は、児童数 481 人以上が
対象となる大規模校の中で３校のみが選ばれる優秀賞を
獲得。笠間市内の学校が優秀賞を受賞するのは初です。
　受賞おめでとうございます。

健康運動を広める指導者たちが
「秋季善行表彰」受賞

笠間小学校が体力つくり優秀賞を受賞

スクエアステップリーダー会の皆さん

シルバーリハビリ体操指導士会の皆さん

（左から）笠間小学校 矢
や

口
ぐち

 翔
し ょ う た ろ う

太郎教諭、加
か

藤
とう

 宗
むね

治
はる

校長、山口市長

　実業家・著述家である白
しら

川
かわ

 好
よし

光
みつ

さんから、市内すべ
ての小・中学校へ２冊ずつ、著書『生き方上手のすすめ』
を寄贈いただきました。
　この寄贈は、白川さんが笠間市に別荘を所有している
縁から実現したもので、友部中学校で著書の贈呈式と講
演会を行いました。
　講演を聞いた生徒は、「感謝の心や自愛の心を持って
行動していきたい」と話し、今後の学校生活への決意を
新たにしました。
　ご厚意に感謝します。

　令和７年度茨城県市長会自治功労者表彰式が茨城県市
町村会館で行われ、笠間市から本

ほん

間
ま

 敬
たかし

さんと竿
さお

代
しろ

 信
しん

也
や

さんが表彰されました。
　本間さんは一般社団法人笠間観光協会の会長を含む
数々の役職を歴任し、観光振興や観光客を誘致、竿代さ
んは昨年の「全国モンブラン大会 2025 in 京

きょうたんば

丹波」で優
勝を果たし、笠間の栗のブランド力を向上させるなど、
それぞれの分野で広く地域貢献をしています。
　受賞おめでとうございます。

中学生に生きる力を伝える

自治功労者表彰を受賞

白川さん（写真右）

（左から）山口市長、本間さん、
大井川知事

（左から）竿代さん、
山口市長

1/30

2/5
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注目の笠
かさまびと

間人を紹介します
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　笠間市文化財保護審議会副会長の成
なり

田
た

 英
ひで

光
みつ

さんが、
「令和７年度文化財保護活動における茨城県教育委員会
表彰」を受賞しました。
　成田さんは、岩間地区の文化や歴史に精通し、六所神
社の例大祭で奉納される郷土芸能「岩間囃子」の保存継
承活動に尽力するほか、市文化財保護審議会副会長とし
て永年にわたり、文化財の保護に貢献されています。
　受賞おめでとうございます。

　市出身の洋画家、町
まち

田
だ

 博
ひろ

文
ぶみ

さんの油絵「学
まなびや

舎晴
は

れ晴
ば

れ」
を岩間第一小学校に設置しました。
　同校卒の町田さんが笠間市合併 20 周年を記念して描
いた作品で、全校児童とともに除幕式を行いました。
　作品は、初夏の愛宕山を背景に、岩間第一小学校の校
舎や周辺のまちなみが緻密に描かれたもの。約４か月か
けて描かれた大作に、子どもたちが大きな拍手を送りま
した。
　すてきな油絵をありがとうございます。

文化財保護活動への貢献を表彰

笠間市合併 20 周年記念、
町田 博文さんによる油絵をお披露目

（左から）成田さん、山口市長

除幕式の様子（右から 3 番目が町田さん）

　市内に住む持
もちまる

丸 直
な お や

也さんから寄附をいただきました。
困っている子どもたちのために役立ててほしいという思
いがこもった寄附です。
　いただいた寄附は、子どもたちのための市の事業に大
切に使わせていただきます。
　市長から持丸さんへ温かいご支援に対して御礼の言葉
を伝えました。
　ご厚意に心から感謝します。

　茨城県と公益社団法人茨城県農林振興公社が主催する
「第 69 回茨城県稲作共進会」で市内に住む石

いし

川
かわ

 馨
かおる

さん
が奨励賞を受賞し、市長へ報告しました。
　石川さんが実践している密苗やプール育苗による省力
化、ドローンを活用した防除などの優れた取り組みが評
価され、今回の表彰となりました。市長からは、受賞の
お祝いと激励のことばがおくられました。
　受賞おめでとうございます。

笠間の子どもたちを思って

稲作で奨励賞を受賞

（左から）持丸さん、山口市長

（左から）石川さん、山口市長

2/24

2/25

2/9

2/16
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　太陽光事業を展開する、ヴィーナ・エナジー・ジャパ
ン株式会社から、地域貢献事業として笠間市地域交流セ
ンター池野辺に、自動体外式除細動器（AED）とカラー
複合機を 1 台ずつ寄贈いただきました。
　地域の皆さんが集う地域交流センターにとって、安心・
安全と利用環境の充実につながる心強いご支援です。
　ご厚意に感謝します。

AED などを寄贈いただきました

（左から）地域交流センター池野辺 大
おお

石
いし

 雅
まさ

良
よし

副センター長、
ヴィーナ・エナジー・ジャパン株式会社 オペレーション本部 和

わ
合
ごう

 利
とし

通
みち

本部長、
山口市長、地域交流センター池野辺 小

こば
林
やし

 正
まさ

博
ひろ

センター長

　笠間市と茨城セイバーズは「フレンドリータウン協定」
を締結しました。
　この協定は、県内をホームタウンとして活動するアメ
リカンフットボールチーム「茨城セイバーズ」と連携し、
スポーツを通じた地域振興や青少年の健全育成、市民の
健康増進などに取り組むことを目的としたものです。
　今後は、イベントやフラッグフットボール教室の開催
など、茨城セイバーズと相互に連携して「スポーツシティ
かさま」を推進していきます。

茨城セイバーズと協定締結
2/10

（左から）株式会社茨城セイバーズ 清
せいみや

宮 雄
ゆう

大
だい

社長補佐、
近
こんどう

藤 秀
ひでのり

則代表取締役、山口市長

大野さん（写真右）

　稲田小学校が「第 18 回キャリア教育優良教育委員会、
学校及び PTA 団体等文部科学大臣表彰」「いばらきデ
コ活チャレンジカップ県知事賞」を受賞しました。
　キャリア教育の取り組みでは、子どもたちが育てたも
ち米やサツマイモを加工した「おかき」「芋チップ」を
道の駅で販売し、得た収益は市内のこども食堂へ寄付。
　環境の取り組み「稲田小 SDGs・MOTTAIANAI プ
ロジェクト」では、校内にリサイクルステーションを設
置し、地域一丸となって廃品回収を行いました。
　Ｗ受賞おめでとうございます。

　ラグビー元日本代表の大
おお

野
の

 均
ひとし

さんが、岩間第三小学校
で特別講演とラグビーの出前授業を行いました。
　今回の特別授業は、スポーツ庁が実施しているアスリー
ト全国学校派遣プロジェクト「アスリーチ」に岩間三小
が応募して実現したもの。
　腰のひもを取り合いタックルや身体の接触をしない安
全なラグビー「タグラグビー」を中心に指導し、子ども
たちは笑顔いっぱいで楽しんでいました。
　大野さん、すてきな授業をありがとうございました。
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稲田小学校が文部科学大臣・
県知事賞を W 受賞

稲田小学校の皆さん

ラグビー界のレジェンド・
大野均さんが子どもたちに直接授業

2/6

2/6
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詳しくはこちら

　こちらのコーナーでは、１歳のお誕生日を迎えたお子さんの写真などを保護者の皆さんから提供
いただき、掲載しています。申し込み方法は、こども政策課で毎月行う一歳児相談の案内通知や右
の二次元コードからご確認ください。

 秘書課（内線 229） 秘書課（内線 229）

はじめての
お誕生日について

鈴
すず

木
き

 瀬
せ

凪
な

くん

兄：湊
みなと
くん

１月生まれ

1月産まれの 2人
産まれてきてくれて
ありがとう

倉
くら

持
もち

 叶
か

夢
のん

ちゃん

兄：来
らい
夢
む
くん　兄：璃

りず
夢
む
くん

11月生まれ

3兄妹いつまでも
仲良くいてね

　日本画の近代化に寄与した市出身の日本画家、木村武
山の生誕 150 年を記念した講演会を笠間公民館で開催し
ました。
　「木村武山が描いた芸術と宗教 - 岡倉天心のもとで -」
と題し、五浦美術館の小

こい

泉
ずみ

 晋
しん

弥
や

館長が講演。
　日本画に人生をささげた武山の類まれなる色彩感覚や
空間形成力、同じく天心に師事した横山大観などとの関
係性も紹介され、「本来であれば、もっと評価されるべ
き画家であった」と武山の画業が改めて評価された会と
なりました。

生誕 150 年、日本画家 木
き

村
むら

武
ぶ

山
ざん

の
画業を再考

講演会の様子

2/15

　「外国人向け自転車交通安全講習会」を地域交流セン
ターともべ「トモア」で開催しました。
　市内に勤務する外国人にとって、自転車は日常生活に
おいて欠かせないもの。道路交通法の改正により、４月
から交通反則通告制度（青切符）が適用されたことをふ
まえ、笠間警察署交通課の職員が交通ルールと法改正へ
の備えをやさしい日本語で解説し、市内在住・在勤の外
国人 19 名が学びました。
　皆さんも交通ルールを守って安全に自転車に乗りま
しょう。

日本の自転車交通ルールを学ぼう！
外国人向け自転車交通安全講習会を開催

2/17

チラシなどの資料も利用して解説しました
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◯市ホームページでは、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。

令和８年４月２日発行

人口と世帯数
常住人口３. １現在
（　）内は前月比較

●人　口：70,079人（－41人）

　　　男：34,448人（－28人）

　　　女：35,631人（－13人）

●世帯数：30,502世帯（＋9世帯）

●２月の出生者：17人

●２月の死亡者：90人

https://www.city.kasama.lg.jp/
https://www.himatsuri.net/
https://machiiro.town/
https://www.ibaraki-ebooks.jp/?page_id=13901

